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２日目（11月2７日・日）寒梅館とオンライン1日目（11月26日・土）寒梅館とオンライン
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開場

1.（全体会）開会＋チェックイン（20分）

休憩（10分）

休憩（10分）

休憩、昼食（60分）

休憩（20分）

休憩（15分）

休憩（15分）

休憩（20分）

終了

終了

2.（分散会）「研究・実践報告」の発表（90分）

6.（分散会）分科会（90分）

7.（全体会）ラップアップ

8.（分散会）「研究・実践スライド」の発表（90分）

9.（次回大会に向けて）チェックアウト＋閉会（30分）

3.（分散会）「研究・実践報告」の発表（60分）

4.（全体会）国内セッション（40分）

5.（全体会）国際セッション基調講演（90分）

会場：同志社大学室町キャンパス寒梅館

ジェフ・マルガン氏による基調講演
C O V I D - 1 9 後の世界を創る： S I の貢献は可能か？
C R E A T I N G  A  P O S T - C O V I D  W O R L D :  H O W  C A N  S O C I A L  I N N O V A T I O N  

C O N T R I B U T E ?

新型コロナウイルスの世界的な流行、ロシアのウクライナ侵攻、地球温暖化、民主主義の
危機と歴史的な転換期にある世界で、ソーシャル・イノベーションはどのような役割を果
たせるのでしょうか。ジェフ・マルガン（ロンドン大学 U C L 教授）はこれまでの世界中のソー
シャル・イノベーションの実践と研究を牽引してきた巨人です。主著『ソーシャル・イノベー
ション—社会が変革への力を見出すには』の翻訳出版（ミネルヴァ書房より 9 月予定）も
決まったマルガンの基調講演と、日本 S I 学会の新川代表理事と服部理事によるパネル・ディ
スカッションを通じて「人々が力を取り戻す」 S I がどのように創り出せるのか、ともに考
えましょう。

ジェフ・マルガン（S i r  G e o ff  M u l g a n）
1 9 6 1 年生まれ。シンクタンク・デモスのディレクター、英国政府の戦略室長及び首相府の政策責任者、ヤング財団およびネス
タ の 最 高 経 営 責 任 者 等 を 経 て、現 在 は ユ ニ バ ー シ テ ィ・カ レ ッ ジ・ロ ン ド ン（UC L）教 授。S I X（ S o c i a l  I n n o v a t i o n  
E x c h a n g e）の創設者であり、世界各地で政府への助言や客員教授を務める。2 0 2 0 年には永年のソーシャル・イノベーション
への功績により英国政府より爵位を授与された。著作は『So c i a l  I n n o v a t i o n』『B i g  M i n d』『An o t h e r  W o r l d  i s  P o s s i b l e』
含め多数。




